
【福岡・前原・那珂】概ね５年間で実施する取組（令和７年度版）

実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期
ソフト対策の主な取組

【水害リスク情報の共有】

(1)

想定し得る最⼤規模の降⾬に対す
る洪水浸水想定区域図、氾濫シ
ミュレーション、家屋倒壊等氾濫
想定区域等の公表

Ｈ30年度
から

順次実施

県

(2)

河川管理者で作成された想定し得
る最⼤規模の洪水浸水想定区域図
等を基に、水害リスク情報を共有
できるハザードマップへの改良と
周知及び活用の検討

Ｈ30年度
から

順次実施

市町   想定最⼤規模の浸水想定区域図
の公表に伴い、それを踏まえたハ
ザードマップを作成・配布してい
る。 継続実施

県が作成する洪水浸想図も踏ま
え、洪水ハザードマップの作成・
公表している。

継続実施

洪水ハザードマップを作成し、
ホームページでの公開や配布によ
り公表している。

検討中

洪水ハザードマップを作成し、
ホームページでの公開や配布によ
り公表している。

継続実施

洪水ハザードマップを作成し住⺠
に配布するとともに、窓口での配
布や市内公共施設への配架のほ
か、ホームページで公開し周知し
ている。

継続実施

県が作成する洪水浸想図も踏ま
え、洪水ハザードマップの作成・
公表する。

継続実施

県が作成する最⼤規模の洪水浸想
図を踏まえ、洪水ハザードマップ
の作成・公表している。

継続実施

県が作成する洪水浸想図も踏ま
え、洪水ハザードマップの作成・
公表している。

継続実施

(3)

市町村庁舎や災害拠点病院、要配
慮者利用施設などへ防災情報や水
害リスクに関する情報提供を⾏
い、各施設の避難確保計画の策
定、浸水防止対策等の検討を支援

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県  市地域防災計画へ記載している要
配慮者利用施設に対し避難確保計
画の策定を促進している。

継続実施

各施設に避難確保計画の策定をす
るよう周知している。

継続実施

各施設の避難確保計画の策定をす
るよう依頼するとともに、策定に
関する相談等に対して助言などを
⾏っている。 継続実施

要配慮者利用施設などに防災情報
等の情報提供を⾏っている。各施
設における避難確保計画策定への
支援については今後説明会等を実
施する。

継続実施

各施設の避難確保計画の策定をす
るよう依頼するとともに、策定に
関する相談等に対して助言などを
⾏っている。 継続実施

要配慮者利用施設などに防災情報
や水害リスクに関する情報提供を
⾏い、各施設の避難確保計画の策
定等を支援している。 継続実施

要配慮者利用施設などに防災情報
や水害リスクに関する情報提供を
⾏い、各施設の避難確保計画の策
定等を支援している。 継続実施

要配慮者利用施設などに防災情報
や水害リスクに関する情報提供を
⾏い、各施設の避難確保計画の策
定等を支援する。 継続実施

(4)

過去の洪水に伴う浸水実績等の周
知

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県 平成21年7⽉豪⾬の浸水実績を総
合ハザードマップに掲載し、公表
している。

継続実施

ハザードマップに実績を記載し、
配布している。

継続実施

印刷物、ホームページ等の活用に
よる周知を⾏っている。

継続実施

地域防災計画内に過去の災害実績
として記載している。
地域防災計画については、ホーム
ページで公開している。 継続実施

問い合わせのあった際に窓口や電
話にて回答している。また、防災
出前講座にて周知を⾏っている。

継続実施

総合防災マップ（全個配布）で周
知している。

継続実施

九州⼤学と連携し、過去の災害履
歴の収集を実施している。

継続実施

印刷物、ホームページ等の活用に
よる周知を⾏っている。

継続実施

【防災意識の啓発】

(5)

防災意識向上と迅速な避難に役⽴
つ「マイ防災マップづくり」を拡
充

継続実施 市町、県 土砂災害フィールドワークなどの
実施を通じて、地域ごとのマップ
づくりが進むよう促している。

継続実施

市主催の出前講座のなかで図上訓
練（ＤＩＧ）を⾏い、各地域の防
災地図作成を⾏っている。

継続実施

自主防災組織の研修 メニュー
で、図上訓練（DIG）等を実施
し、各地区ごとの防災マップ作成
を⾏っている。 継続実施

現段階では、実施検討中。

検討中

自主防災組織での研修や講習を通
じて、地域の実情に即した防災
マップの作成を促している。

継続実施

総合防災マップの内容を検証して
いる。

継続実施

⾏政区単位で災害リスクコミュニ
ケーション活動を実施し、地域防
災マップを作成している

継続実施

ハザードマップと地震揺れやすさ
マップを一冊にした、防災冊子を
作成し、防災意識の向上に努め
る。 継続実施

(6)

防災意識向上と迅速な避難に役⽴
つ「まるごとまちごとハザード
マップ」の整備

継続実施 市町、県 平成21年7⽉中国九州北部豪⾬時
の浸水深が分かる案内看板をまち
なかに設置している。

継続実施

未実施 市内指定避難所に案内看板を設
置。

継続実施

現段階では、実施検討中。

検討中

検討中

検討中 検討中

「まるごとまちごとハザードマッ
プ」の整備を⾏う。

検討中

今後検討を⾏う。

検討中

(7)

水防災教育、出前講座等を活用し
た講習会の取組の実施

継続実施 市町、県
気象台

 防災に関する講演会や出前講座な
どにおいて、防災情報の入手方法
や、自助・共助の重要性などの理
解を深める説明を実施している。 継続実施

市独自で⾏う出前講座を継続して
⾏っていく。

継続実施

自主防災組織等を対象とした出前
講座を実施。

継続実施

出前講座を⾏い、啓発活動を継続
している。

継続実施

防災出前講座を⾏っている。

継続実施

総合防災マップ（全個配布）を用
いた出前講座を継続実施。

継続実施

市独自で⾏っている出前講座を継
続し、必要に応じて国・県の出前
講座の活用を推進している。

継続実施

市独自で⾏っている出前講座を継
続する。

継続実施

(8)

住⺠の水防災意識啓発のための広
報の充実

継続実施 市町、県
気象台

市政だよりや市HP、
SNS(Twitter、LINE)、防災アプ
リを使った防災意識啓発やYahoo
防災速報への避難情報提供など多
様な媒体での啓発や情報発信を
⾏っている。

継続実施

広報、ホームページにより情報発
信をしている。

継続実施

SNSや広報誌等で情報発信を実
施。

継続実施

広報紙の特集や、ＳＮＳを活用し
て情報発信を⾏っている。

継続実施

広報紙やＳＮＳを活用した情報発
信を実施している。

継続実施

広報、ホームページにより情報発
信をしている。

継続実施

出水期に広報による情報発信を
⾏っている。

継続実施

広報紙やHPを活用した情報発信を
実施している。

継続実施

【リアルタイム防災情報の共有】

(9)

警戒レベルに対応した防災気象情
報の周知

継続実施 気象台

(10)

水害危険性の周知促進のため、市
町の役場等に係る河川などについ
て、水位計や水位標、河川監視カ
メラ等の設置を検討

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県   県と調整し、市内の中小河川に
危機管理型水位計を整備してい
る。
市内の中小河川に新たに河川監視
カメラの設置を⾏う予定。

継続実施

市内の主要河川に水位計、位カメ
ラが設置してある。

継続実施

河川にはないが、一部のため池や
冠水の恐れがある危険個所にカメ
ラを設置している。

継続実施

水位計や水位標、河川監視カメラ
を設置済み

継続実施

水位標や河川カメラの整備を⾏っ
ている。

継続実施

H29.7より、市設置の河川監視カ
メラが稼働中。

継続実施

県と水防活動に必要と思われる箇
所に河川カメラや簡易水位計の設
置済み。

継続実施

県と水防活動に必要と思われる箇
所に河川カメラや簡易水位計の設
置済み。

継続実施

【避難指⽰等の発令】

(11)

避難指⽰等の発令に着⽬した水害
対応タイムラインの作成を検討

継続実施 市町、県 避難情報の発令に着⽬した水害対
応タイムラインの作成を検討して
いく。風水害対策のタイムライン
を作成し、適切に避難情報を発令
している。

継続実施

タイムラインを作成している。

継続実施

水害対応タイムラインを作成。

継続実施

整備済みである。

継続実施

令和４年度作成

継続実施

令和４年度作成。

継続実施

県の支援を受ける等により、⼤規
模災害を想定した関係機関が連携
したタイムラインを作成してい
る。 継続実施

水害対応タイムラインの作成検討
中。

検討中

(12)

迅速かつ的確な防災体制が図れる
よう、洪水時における情報提供
（ホットライン）の構築を検討

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県
気象台

県や気象台からのホットラインも
活用した、的確な避難情報の発令
を実施していく。

継続実施

関係団体とホットラインを構築し
ている。

継続実施

関係団体とのホットラインを構築
している。

継続実施

県や気象台のホットラインに参加
している。

継続実施

県や気象台からのホットラインを
活用して、防災体制を構築してい
る。

継続実施

関係団体とのホットラインを構築
している。

継続実施

必要に応じて、県や気象台との
ホットラインを活用している。

継続実施

県や気象台からのホットラインも
活用した、的確な避難指⽰等の発
令について検討している。

継続実施

【住⺠等への防災情報の周知】

(13)

防災情報サイトの周知 継続実施 市町、県
気象台

ホームページや印刷物等による防
災情報サイトの周知を図ってい
る。

継続実施

ホームページや印刷物等による防
災情報サイトの周知を図ってい
る。

継続実施

HPや春日市防災ガイドブックによ
り周知を⾏っている。

継続実施

ホームページやハザードマップに
より、防災情報サイトの周知を
図っている。

継続実施

ホームページや印刷物等による防
災情報サイトの周知を図ってい
る。

継続実施

ホームページや印刷物等による防
災情報サイトの周知を図ってい
る。

継続実施

ホームページや印刷物等による防
災情報サイトの周知を図ってい
る。

継続実施

ホームページや印刷物等による防
災情報サイトの周知を図ってい
る。

継続実施

(14)

様々な防災情報提供ツールを用い
た防災情報伝達の強化（多重化）

継続実施 市町、県 福岡市防災メールで情報を配信し
ているほか、防災無線やアプリ
（Yahoo防災速報）その他様々な
媒体で情報を提供している。
なお、防災無線を活用し、災害対
策本部の設置等を伝達。

継続実施

市町村ホームページとともに、市
⺠にたいして防災ナビまもるく
ん、登録型の電話、ＦＡＸによる
情報伝達システムの登録を促して
いる。 継続実施

HPやSNSなどで情報伝達を⾏い、
市報等で周知を⾏っている。

継続実施

ホームページ、ＳＮＳ、災害情報
等配信サービス、広報紙等の多様
な手段で、防災情報伝達の強化を
図っている。

継続実施

ホームページ、防災⾏政無線、
SNS、dボタン、防災ナビ・まも
るくん、登録制の情報伝達システ
ム（電話・FAX）を活用し、多重
化できている。引き続き市⺠に対
して周知していくとともに、登録
などを促していく。

継続実施

市町村ホームページとともに、市
登録制防災メールなどにより、防
災情報伝達の強化を図っている。

継続実施

市町村ホームページとともに、必
要に応じて防災無線⼾別受信機を
配布することにより、防災情報伝
達の強化を図っている。
また、市ホームページや、SNS、
登録制メール等の周知を図り、防
災情報伝達の強化を図っている。

継続実施

市ホームページや、SNS、登録制
メール等の周知を図り、防災情報
伝達の強化を図っている。

継続実施

【避難⾏動に繋がる訓練】

(15)

避難指⽰等の発令に着⽬した水害
対応タイムラインに基づく実践的
な訓練

継続実施 市町、県 避難情報の発令に着⽬した水害対
応タイムラインの作成を検討して
いく。

検討中

出水期前に⾸⻑を含めた災害対策
本部設置運営訓練を実施してい
る。

継続実施

災害対策本部図上訓練を実施して
いる。

継続実施

例年、災害対策本部設置運営訓練
（図上訓練）を⾏っている。

継続実施

毎年６⽉頃に、災害対策机上訓練
を⾏っている。

継続実施 検討中

水害対応タイムラインに基づく実
践的な訓練を⾏う。

継続実施

防災訓練にて、住⺠避難訓練及び
図上訓練を⾏っている。

継続実施

(16)

要配慮者利用施設等との避難訓練
の促進

Ｈ30年度
から

順次実施

市町、県  市地域防災計画へ記載している要
配慮者利用施設に対し、各施設の
避難確保計画の策定と避難訓練の
実施を促進している。 継続実施

避難確保計画を作成した要配慮者
利用施設から防災訓練や、防災講
座を⾏っている

継続実施

避難確保計画の作成及び避難訓練
の実施について、福祉部局と連携
して実⾏。

継続実施

例年、要配慮者施設との避難に関
する情報伝達訓練を⾏っている。

継続実施

福祉課と連携し、令和５年度・令
和７年度に、要配慮者利用施設
（協定福祉避難所）の避難訓練を
実施した。 継続実施

要配慮者利用施設と避難訓練を実
施している。

継続実施

洪水ハザードマップ等を活用した
要配慮者利用施設等の避難訓練を
実施するよう周知している。

継続実施

洪水ハザードマップ等を活用した
要配慮者利用施設等の避難訓練を
実施するよう周知している。

継続実施

(17)

水害リスクが高い地域における住
⺠が参加する共同点検や避難訓練
の実施

Ｈ30年度
から

順次実施

市町、県 洪水浸水想定区域に含まれる地域
の住⺠を中⼼とした共同点検や避
難訓練を⾏っている。

継続実施

⾏政区⼜はコミュニティの主催で
年に一度程度避難訓練が⾏われて
いる。

継続実施

防災訓練にて、住⺠避難訓練を
⾏っている。

継続実施

市内一⻫の避難訓練を実施してい
る。

継続実施

自治会（自主防災組織）が⾏う避
難訓練の一環で防災講座を実施す
る際、防災出前講座として講師を
派遣するなど支援を⾏っている。 継続実施

洪水浸水想定区域に含まれる地域
の住⺠と避難訓練を実施してい
る。

継続実施

洪水浸水想定区域に含まれる地域
の住⺠が参加する避難訓練の実施
を⾏う。

検討中

防災訓練にて、住⺠避難訓練を
⾏っている。

継続実施

【河川巡視情報の共有】

(18)

重要水防箇所の共同点検 継続実施 市町、県 毎年出水期前に河川管理者（県）
と水防管理団体（市）合同で現地
の確認を⾏っている。

継続実施

出水期前に自衛隊、県、消防、警
察、水防団等とともに重要水防箇
所の共同点検を⾏っている。

継続実施

該当なし 市職員により、毎年重要水防箇所
の点検を⾏っている。

継続実施

毎年、河川管理者（県）と合同で
現地の確認を⾏っている。

継続実施

県と共同で重要水防箇所の点検を
⾏っている。

継続実施

県や水防団、地元の住⺠とともに
重要水防箇所の共同点検を⾏って
いる。

継続実施

県と重要水防箇所の共同点検を
⾏っている。

継続実施

(19)

河川巡視で得られる堤防の状況や
重要水防箇所に関する情報の共有

継続実施 市町、県 重要水防箇所の情報を防災部局・
河川部局・区役所で共有を⾏って
いる。

継続実施

出水期前に水防会議を開催し、情
報を共有している。

継続実施

該当なし 重要水防箇所の点検後、関係地域
等と情報共有を⾏っている。

継続実施

河川巡視で得られる堤防の状況や
重要水防箇所に関する情報を共有
している。

継続実施 検討中

河川巡視で得られる堤防の状況や
重要水防箇所に関する情報を共有
している。

継続実施

県と年に一度、河川巡視を⾏い河
川改修の状況や重要水防箇所に関
する情報を共有している。

継続実施

(20)

重要水防箇所の広報の充実 継続実施 市町、県 市の地域防災計画に重要水防箇所
を記載している。

継続実施

市広報、ホームページにより重要
水防箇所を公表している。
また、地域防災計画、水防計画に
重要水防箇所を記載している。 継続実施

該当なし 地域防災計画に重要水防箇所につ
いて記載している。

継続実施

市の地域防災計画に重要水防箇所
を記載している。

継続実施

市の地域防災計画に重要水防箇所
を記載している。

継続実施

市の地域防災計画に重要水防箇所
を記載している。

継続実施

市の地域防災計画に重要水防箇所
を記載し、HPに掲載している。

継続実施

① 水防災意識の向上と防災情報の的確な収集・伝達・理解・共有を

⼤野城市 太宰府市春日市 古賀市筑紫野市
概ね５年間で実施する取組 ⽬標時期 取組機関

福岡市 糸島市 那珂川市

資料３
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【福岡・前原・那珂】概ね５年間で実施する取組（令和７年度版）

実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期

⼤野城市 太宰府市春日市 古賀市筑紫野市
概ね５年間で実施する取組 ⽬標時期 取組機関

福岡市 糸島市 那珂川市

資料３

【避難場所や避難路の確保】

(21)

想定し得る最⼤規模の降⾬を想定
し、隣接する市町、県、国等関係
者が連携して広域避難計画及び避
難場所などを検討

Ｈ30年度
から

順次実施

市町、県 協議会等の中で関係機関と連携
し、広域避難計画及び避難場所等
について検討していく。

検討中

未実施 協議会等の中で関係機関と連携
し、広域避難計画及び避難場所等
について検討を⾏う。

検討中

協議会等の中で関係機関と連携
し、広域避難計画及び避難場所等
について検討を⾏う。

継続実施

検討中

検討中 検討中

協議会等の中で関係機関と連携
し、広域避難計画及び避難場所等
について検討を⾏う。

検討中

近隣離市町村等と協議を⾏い検討
を進める。

検討中

(22)

避難所・避難経路の安全性確認及
び⾒直し

Ｈ30年度
から

順次実施

市町   避難所・避難経路の安全性確認
及び⾒直しについて適宜、検討し
ていく。

継続実施

未実施 避難所については過去の災害実績
に伴い⾒直しを継続している。

継続実施

避難所となり得る施設の安全性の
確認を定期的に⾏っている。避難
路の安全性の確認については、地
域住⺠と共に考える機会を設けて
いる。

継続実施

避難所・避難経路の安全性確認及
び⾒直しについて適宜、検討して
いく。

継続実施 検討中

協議会等の中で関係機関と連携
し、避難所・避難経路の安全性確
認及び⾒直しについて検討を⾏
う。 検討中

河川改修や道路の拡幅等を⾏い、
随時⾒直しを⾏う。

継続実施

(23)

要配慮者利用施設等との避難訓練
の促進（再掲）

Ｈ30年度
から

順次実施

市町、県  市地域防災計画へ記載している要
配慮者利用施設に対し、各施設の
避難確保計画の策定と避難訓練の
実施を促進している。 継続実施

避難確保計画を作成した要配慮者
利用施設から防災訓練や、防災講
座を⾏っている

継続実施

避難確保計画の作成及び避難訓練
の実施について、福祉部局と連携
して実⾏。

継続実施

例年、要配慮者施設との避難に関
する情報伝達訓練を⾏っている。

継続実施

要配慮者利用施設の避難確保計画
の策定に向けての協⼒と避難訓練
を実施するよう周知を⾏ってい
る。 継続実施

要配慮者利用施設等との避難訓練
を実施している。

継続実施

要配慮者利用施設等を連携し訓練
を検討している。

検討中

洪水ハザードマップ等を活用した
要配慮者利用施設等の避難訓練を
実施するよう周知している。

継続実施

【連携・協働、人材育成・発掘】

(24)

出前講座等を活用した講習会の取
組の実施（再掲）

継続実施 市町、県 防災に関する講演会や出前講座な
どにおいて、防災情報の入手方法
や、自助・共助の重要性などの理
解を深める説明を実施している。 継続実施

市独自で⾏う出前講座を継続して
⾏っていく。

継続実施

自主防災組織等を対象とした出前
講座を実施。

継続実施

市独自で⾏っている出前講座を継
続して実施している。

継続実施

市独自の防災出前講座を今後も継
続して⾏っていく。

継続実施

市独自で⾏っている出前講座を継
続し、国・県の出前講座の活用を
図る

継続実施

市独自で⾏っている出前講座を継
続し、必要に応じて国・県の出前
講座の活用を推進している。

継続実施

市独自で⾏っている出前講座を継
続し、関係団体、自治会へ研修を
⾏う。

継続実施

(25)

あらゆる媒体を活用した地域住⺠
の水防災意識啓発のための広報の
充実

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県
気象台

市政だよりや市HP、
SNS(Twitter、LINE)、防災アプ
リを使った防災意識啓発やYahoo
防災速報への避難情報提供など多
様な媒体での啓発や情報発信を
⾏っている。

継続実施

広報、ホームページにより情報発
信をしている。

継続実施

HPや市報等で広報を⾏っている。

継続実施

広報紙での特集や、ＳＮＳ、ホー
ムページを活用した情報発信を
⾏っている。

継続実施

ＳＮＳ、ホームページ、広報紙を
活用した情報発信を⾏っている。

継続実施

ＨＰや広報誌、出前講座で周知し
ている。

継続実施

ＨＰや印刷物を活用し、地域住⺠
の水防災意識啓発を図る。

継続実施

広報紙やHP、SNS、自治会へのチ
ラシ等を活用し、啓発を実施して
いる。

継続実施

(26)

関係機関が連携した水防訓練、連
絡体制、情報共有の強化

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県 一般社団法人福岡市土⽊建設協⼒
会と連携した水防訓練を実施して
いる。

継続実施

関係機関と連携し、総合防災訓練
を開催している。

継続実施

関係機関と連携し、総合防災訓練
を開催している。

継続実施

関係機関と連携した水防訓練を実
施している。

継続実施

関係機関と連携し、総合防災訓練
を開催している。

継続実施

関係機関と連携した水防訓練を実
施している。

継続実施

関係機関と連携した水防訓練等の
実施について検討を⾏う。

検討中

関係機関と連携した防災訓練を実
施している。

継続実施

(27)

自主防災組織、水防団、防災リー
ダーの育成・強化、河川協⼒団体
との連携

継続実施 市町、県 自主防災組織等を対象に出前講座
を実施し、防災知識の普及を図っ
ている。また、地域や企業におけ
る防災リーダー養成講座やリー
ダー向けの研修会を実施してい
る。

継続実施

県主催の自主防災組織リーダー研
修会へ参加してもらっている。

継続実施

自主防災組織の支援、防災リー
ダー研修を⾏っている。

継続実施

各⾏政区で自主防災組織を結成
し、地域防災リーダーを育成して
いる。

継続実施

自主防災組織の結成を促すため
に、防災出前講座などを⾏ってい
る。

継続実施

各地区で自主防災組織の育成を支
援している。

継続実施

各地区で自主防災組織の育成を支
援している。
また、防災士資格取得費用の一部
支援を⾏っている。 継続実施

各地区の自主防災組織の活動補助
を⾏う他、自主防災組織の連絡会
を組織し、防災知識の共有ができ
る場を設けている。 継続実施

【水防災教育の普及・拡充】

(28)

学校等教育機関と連携した防災教
育の取組として、総合学習を活用
した出前講座等による防災教育の
普及

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県 防災教育を担う教員への研修や、
防災授業への出前講座により、防
災教育の普及を図っている。

継続実施

総合学習や社会科の学習の中で出
前講座を利用して、防災教育を実
施している。

継続実施

総合学習や社会科の学習の中で出
前講座を利用して、防災教育を実
施している。

継続実施

市内小・中学校への出前講座によ
り、防災教育を実施している。

継続実施

総合学習を活用した防災出前講座
等による防災教育を実施してい
る。

継続実施

総合学習を活用した出前講座等に
よる防災教育を実施している。

継続実施

総合学習を活用した出前講座等に
よる防災教育を実施している。

継続実施

学校からの要望に基づき出前講座
等を⾏う。

継続実施

(29)

新学習指導要領や国支援により作
成された学習指導計画等を踏ま
え、関係市町における学校の水防
災学習を支援

Ｈ32年度
から

順次実施

市町、県 新学習指導要領や国支援により作
成された学習指導計画等を踏ま
え、水防災学習を含む防災教育に
ついて各学校へ情報提供を⾏って
いる。

継続実施

学校からの要望により防災授業を
実施。

継続実施

学校からの要望により防災授業を
実施。

継続実施

現段階では、実施検討中。

検討中

検討中

検討中 検討中

新学習指導要領や学習指導計画等
を踏まえた学校の水防災学習に対
して、支援の実施を⾏う。

継続実施

学校からの要望に基づき資料提供
等を⾏う。

R7〜

③ 洪水被害軽減のための取組と既存施設運用の工夫等の取組
【既存施設運用等】

(30)

現況の施設及び機材の情報を共有
するとともに、国管理河川におけ
る先⾏事例の周知などを実施

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県 先⾏事例などを受けて関係機関と
調整し検討していく。

継続実施

未実施 該当なし

対象外（市内に国管理河川はな
い）

対象外（市内に国管理河川はな
い）

検討中

先⾏事例などを受けて関係機関と
調整し検討していく。

検討中

関係機関と協定を締結し、連携し
た防災訓練を実施している。

継続実施

【水防資機材等】

(31)

水防資機材の配備及び保有状況の
確認、⾒直し

継続実施 市町、県 定期的に、水防資機材の配備及び
保有状況の確認と⾒直しを⾏って
いる。

継続実施

水防資機材を水防倉庫に備蓄し、
不⾜することの内容、補充・更新
をしている。

継続実施

1年に1回資機材の配備、⾒直しを
⾏っている。

継続実施

定期的に、水防資機材の配備及び
保有状況の確認と⾒直しを⾏って
いる。

継続実施

定期的に、水防資機材の配備及び
保有状況の確認と⾒直しを⾏って
いる。

継続実施

定期的に、水防資機材の配備及び
保有状況の確認と⾒直しを⾏って
いる。

継続実施

定期的に、水防資機材の配備及び
保有状況の確認と⾒直しを⾏って
いる。

継続実施

水防資機材の配備及び保有状況の
確認と⾒直しを⾏っている。

継続実施

ハード対策の主な取組

■洪水を安全に流すための治水対策等

(32)

堤防整備、河道拡幅・掘削、堤防
の浸透対策、堤防天端の保護（舗
装等）対策

継続実施 県、市 市内の河川の堤防整備、河道拡
幅・掘削を⾏っている。
堤防天端の保護（舗装等）対策等
についても実施していく。 継続実施

護岸整備、河床掘削、橋梁架け替
え、堰改修を実施。
周辺施設の安全性の確保に向け、
⼤規模な護岸改修及び河床掘削工
事を計画中。

継続実施

■避難⾏動、水防活動、排水活動等に資する基盤等の整備

(33)

的確な水防活動を実施するため、
河川監視カメラや水位計等の設置
を検討・整備

継続実施 市町、県   県と調整し、市内の中小河川に
危機管理型水位計を整備してい
る。
市内の中小河川に新たに河川監視
カメラの設置を⾏う予定。

継続実施

未実施 河川にはないが、一部のため池や
冠水の恐れがある危険個所にカメ
ラを設置している。

継続実施

河川カメラや量水標を設置してい
る。

継続実施

河川カメラや量水標を設置してい
る。

継続実施

H29.7より、市設置の河川監視カ
メラが稼働中。

継続実施

県と水防活動に必要と思われる箇
所に河川カメラや簡易水位計設置
の検討を⾏う。

継続実施

県と水防活動に必要と思われる箇
所に河川カメラや簡易水位計の設
置済み。また、浸水想定区域等の
⾒直しが⾏われれば、再度検討す
る。

継続実施

(34)

住⺠にわかりやすく水位情報を⽰
すための水位レベル表⽰（量水
標）の設置

継続実施 市町、県 住⺠にわかりやすい量水標を設置
している。

継続実施

未実施 未実施 住⺠にもわかるように量水標を設
置している。

継続実施

住⺠にもわかるように量水標を設
置している。

継続実施 検討中

住⺠にわかりやすい量水標を設置
している。

継続実施

検討を⾏う。

検討中

② 地域住⺠・市⺠団体・関係機関の連携・協働による地域の将来を
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ソフト対策の主な取組

【水害リスク情報の共有】

(1)

想定し得る最⼤規模の降⾬に対す
る洪水浸水想定区域図、氾濫シ
ミュレーション、家屋倒壊等氾濫
想定区域等の公表

Ｈ30年度
から

順次実施

県

(2)

河川管理者で作成された想定し得
る最⼤規模の洪水浸水想定区域図
等を基に、水害リスク情報を共有
できるハザードマップへの改良と
周知及び活用の検討

Ｈ30年度
から

順次実施

市町

(3)

市町村庁舎や災害拠点病院、要配
慮者利用施設などへ防災情報や水
害リスクに関する情報提供を⾏
い、各施設の避難確保計画の策
定、浸水防止対策等の検討を支援

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県

(4)

過去の洪水に伴う浸水実績等の周
知

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県

【防災意識の啓発】

(5)

防災意識向上と迅速な避難に役⽴
つ「マイ防災マップづくり」を拡
充

継続実施 市町、県

(6)

防災意識向上と迅速な避難に役⽴
つ「まるごとまちごとハザード
マップ」の整備

継続実施 市町、県

(7)

水防災教育、出前講座等を活用し
た講習会の取組の実施

継続実施 市町、県
気象台

(8)

住⺠の水防災意識啓発のための広
報の充実

継続実施 市町、県
気象台

【リアルタイム防災情報の共有】

(9)

警戒レベルに対応した防災気象情
報の周知

継続実施 気象台

(10)

水害危険性の周知促進のため、市
町の役場等に係る河川などについ
て、水位計や水位標、河川監視カ
メラ等の設置を検討

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県

【避難指⽰等の発令】

(11)

避難指⽰等の発令に着⽬した水害
対応タイムラインの作成を検討

継続実施 市町、県

(12)

迅速かつ的確な防災体制が図れる
よう、洪水時における情報提供
（ホットライン）の構築を検討

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県
気象台

【住⺠等への防災情報の周知】

(13)

防災情報サイトの周知 継続実施 市町、県
気象台

(14)

様々な防災情報提供ツールを用い
た防災情報伝達の強化（多重化）

継続実施 市町、県

【避難⾏動に繋がる訓練】

(15)

避難指⽰等の発令に着⽬した水害
対応タイムラインに基づく実践的
な訓練

継続実施 市町、県

(16)

要配慮者利用施設等との避難訓練
の促進

Ｈ30年度
から

順次実施

市町、県

(17)

水害リスクが高い地域における住
⺠が参加する共同点検や避難訓練
の実施

Ｈ30年度
から

順次実施

市町、県

【河川巡視情報の共有】

(18)

重要水防箇所の共同点検 継続実施 市町、県

(19)

河川巡視で得られる堤防の状況や
重要水防箇所に関する情報の共有

継続実施 市町、県

(20)

重要水防箇所の広報の充実 継続実施 市町、県

① 水防災意識の向上と防災情報の的確な収集・伝達・理解・共有を

概ね５年間で実施する取組 ⽬標時期 取組機関
実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期

想定し得る最⼤規模の降⾬に対す
る洪水浸水想定区域図などを公
表。

継続実施

県が作成する浸水想定図を基に、
洪水ハザードマップを作成してい
る。

継続実施

県が作成する浸水想定図を基に、
洪水ハザードマップを作成してお
り、自主防災組織などの研修時に
も積極的に周知・活用している。 継続実施

県が作成する洪水浸水想定区域図
を基に、洪水ハザードマップの作
成・公表をしている。

継続実施

県が公表した洪水浸水想定区域図
を踏まえ、洪水ハザードマップの
作成、配布する。

継続実施

想定しうる最⼤規模の降⾬に対す
る洪水浸水想定区域を⽰したハ
ザードマップを作成、配布・公表
済み。 継続実施

 想定しうる最⼤規模の降⾬に対
する洪水浸水想定区域を⽰したハ
ザードマップを作成、配布・公表
済（中小河川） 継続実施

 想定しうる最⼤規模の降⾬に対
する洪水浸水想定区域を⽰したハ
ザードマップを作成、配布・公表
済み。 継続実施

要配慮者利用施設などに防災情報
や水害リスクに関する情報提供を
⾏い、各施設の避難確保計画の策
定等を支援している。 継続実施

要配慮者利用施設などを地域防災
計画に掲載することも含め、防災
情報や水害リスクに関する情報提
供を⾏い、各施設の避難確保計画
策定等の支援についても改めて検
討している。

継続実施

要配慮者利用施設などに防災情報
や水害リスクに関する情報提供を
⾏い、各施設の避難確保計画の策
定等を支援している。 継続実施

要配慮者利用施設などに防災情報
や水害リスクに関する情報提供を
⾏い、避難計画・避難訓練等の策
定、実施の支援を検討 検討中

要配慮者利用施設などに防災情報
や水害リスクに関する情報提供を
⾏い、各施設の避難確保計画の策
定等を支援している。 継続実施

相談により随時実施

継続実施

 情報提供要請があれば、その都
度対応し支援する。

継続実施

関係市町村に対し、避難指⽰等の
基準となる氾濫危険水位到達情報
及び避難判断水位到達情報を伝
達。 継続実施

過去の洪水・浸水実績等につい
て、調査・作成するか検討してい
る。

検討中

過去の詳細な洪水に伴う浸水実績
等については、実績調査、記録を
⾏っていくかどうかを検討してい
る。 検討中

印刷物、ホームページ等の活用に
よる周知を⾏っている。

継続実施

印刷物、ホームページ等での周知
を⾏っている。

検討中

検討中

検討中

検討中

検討中

 浸水実績は把握していない。 平成３０年度に周知。

継続実施

地域ごとのマップづくりを校区単
位で作成するよう促している。

継続実施

自主防災組織での研修や講習を通
じて、地域の実情に即した防災
マップの作成を促している。

継続実施

ハザードマップに、オリジナル
マップの作製（避難場所や危険な
場所、避難経路など）を記入する
よう周知している。 検討中

作成が必要かどうかを検討する

検討中

よりよいハザードマップとなるよ
う、次回更新時（時期未定）内容
の⾒直しを⾏っている。

継続実施

検討中

検討中

 想定しうる最⼤規模の降⾬に対
する洪水浸水想定区域を⽰したハ
ザードマップを作成、配布・公表
済み。 継続実施

市町村の検討・実施にあわせ、水
位情報等の提供など支援を⾏う。

継続実施

今後作成検討している。

検討中

過去の浸水履歴の調査と併せて検
討中

検討中

令和３年度に避難所誘導看板を再
整備したが、避難所に設置してい
る看板を更新するか検討中

検討中

H27に作成済であるが、今後、改
良を含めたところで順次⾒直しを
していく

継続実施

検討中

検討中

ハザードマップ配付済み

継続実施

 町内４５か所の指定緊急避難場
所に、案内看板を設置済み。

継続実施

市町村の検討・実施にあわせ、水
位情報等の提供など支援を⾏う。

継続実施

町独自で⾏っている出前講座を継
続し、国・県の出前講座も活用を
図る。

継続実施

町独自で⾏っている出前講座を継
続し、必要に応じて国・県の出前
講座の活用を推進している。

継続実施

町独自で出前講座を⾏っている。

継続実施

自主防災組織、地域コミュニティ
を軸に防災講演会等を開催する

R4〜

公⺠館等で防災専⾨官による出前
講座を実施している。

継続実施

地域の集会所にて防災出前講座を
実施している。

継続実施

 町独自で実施している防災出前
講座を、今後も継続して実施す
る。

継続実施

・出前講座や学校で⾏う気象庁⼤
⾬ワークショップについて、予報
士会の協⼒を得ながら継続すると
共に、学校独自でワークショップ
が実施できるようコンテンツの改
善および指導者の育成に取り組ん
でいる。

継続実施

県⺠からの求めに応じ、随時、県
防災アプリの活用等について、出
前講座等を実施。

継続実施

フェイスブック等ＳＮＳを活用し
た情報発信を実施予定。

継続実施

総合防災マップに水防に関する情
報を掲載。併せて広報紙やホーム
ページ等を活用しながら情報発信
を実施している。 継続実施

ＨＰや広報誌、出前講座で周知し
ている。

継続実施

防災⾏政無線、ＨＰ、LINE、ｄボ
タンなど、様々な方法を用いて情
報発信をしている。

継続実施

出水期前には広報、ホームページ
等に情報発信を実施している。

継続実施

町広報誌、HP等で情報を発信して
いる。

継続実施

 防災⾏政無線、ＨＰ、ＬＩＮ
Ｅ、広報⾞など、様々な方法を用
いて情報発信をしている。

継続実施

・報道機関に対し住⺠への普及啓
発についての協⼒をお願いしてい
る。
・気象台HPに防災気象情報の利活
用に関する解説やリーフレット等
を掲載している。

継続実施

５⽉の水防⽉間等、機会をとらえ
て、充実を図っていく。

継続実施

広報、ホームページにより周知を
⾏っている。

継続実施

・R8年出水期から運用予定の警戒
レベルに対応した新しい防災気象
情報や、⼤⾬時の「⼤⾬キキク
ル」の活用について、各種会議、
説明会、出前講座等により周知を
図っている。

継続実施

水防活動に必要と思われる箇所に
河川カメラや水位計を設置済み。
R7年度から新システムに更新。

継続実施

県と水防活動に必要と思われる箇
所に河川カメラや簡易水位計の設
置済み。

継続実施

現在、河川監視用カメラを２カ所
に設置している。

継続実施

令和元年度に水位計及び河川監視
カメラを須恵川に３か所設置済み

継続実施

現在、河川監視用カメラを３カ所
に設置している。

継続実施

検討中

検討中

 県が管理する水位周知河川でな
い河川については、水位標を設置
している。

継続実施

氾濫リスクが高い場所に簡易水位
計や水位標、監視カメラ等を設
置。

継続実施

令和4年度作成

継続実施

県の支援を受ける等により、⼤規
模災害を想定した関係機関が連携
したタイムラインを作成してい
る。 継続実施

令和元年度作成済、令和３年度改
定

継続実施

水害対応タイムラインの作成検討
中。

検討中

検討中

検討中

令和３年度作成

継続実施

 水害対応タイムラインを作成
し、運用している。

継続実施

洪水予報河川及び水位周知河川の
すべての沿川市町村の水害対応タ
イムラインの作成を支援

継続実施

県や気象台からのホットラインも
活用した、的確な避難指⽰等の発
令について検討している。

継続実施

県や気象台からのホットラインも
活用した、的確な避難指⽰等の発
令について検討している。

継続実施

気象台からのホットラインも活用
した、的確な避難情報の発令につ
いて検討している。

継続実施

気象台からのホットラインも活用
した、的確な避難情報の発令につ
いて検討している。

継続実施

気象台からのホットラインも活用
し的確な避難情報の発令について
検討している。

継続実施

作成済み

継続実施

 県や気象台からのホットライン
も活用した、的確な避難指⽰等の
発令について検討している。

継続実施

・自治体防災担当者および⾸⻑と
のホットライン（24時間対応）を
構築し、避難指⽰等発令判断に資
する助言を⾏っている。 継続実施

洪水予報河川及び水位周知河川の
すべての沿川市町村でホットライ
ンを構築

継続実施

ホームページや出前講座、印刷物
等による防災情報サイトの周知を
図っている。

継続実施

ホームページや印刷物等による防
災情報サイトの周知を図ってい
る。

継続実施

ホームページや公式LINE、印刷物
等による防災情報サイトの周知を
図っている。

継続実施

ホームページや印刷物等による防
災情報サイトの周知を図っている

継続実施

ハザードマップ等による防災情報
サイトの周知を図っている。

継続実施

ホームページに関係サイトを掲載

継続実施

 町が実施する、防災出前講座で
周知を図っている。

継続実施

・⼤⾬時の「⼤⾬キキクル」の活
用について、各種会議、説明会、
出前講座等により周知を図ってい
る。 継続実施

県防災ホームページについて、県
公式LINEやSNS、出前講座等によ
り周知

継続実施

町ホームページとともに、町独自
の防災メール、公式LINE等を配信
することにより、防災情報伝達の
強化を図っている。

継続実施

ホームページ及びFacebookなど
を用いた情報提供を⾏っている。
また、登録メールなどを受信でき
ない方には、電話で情報を伝える
などのサービスを実施している。 継続実施

防災⾏政無線やエリアメール、ｄ
ボタン、公式LINE等を配信するこ
とにより、防災情報伝達の強化を
図っている。

継続実施

町公式ホームページを用いて防災
情報を伝達しているが、多重化に
ついては今後の検討課題としてい
る

検討中

防災⾏政無線や町公式ホームペー
ジ、登録制メール、公式LINEなど
情報伝達手段の多様化を図ってし
る。

継続実施

280M㎐防災同報無線、HP、公式
LINEアカウント、ｄボタン広報紙
で情報伝達を実施している。

継続実施

 防災⾏政無線、ＨＰ、ＬＩＮ
Ｅ、広報⾞など、情報伝達手段の
多様化に努めている。

継続実施

県防災ホームページ、河川管理課
ホームページ（福岡県河川防災情
報）、県防災アプリ・メール、県
公式LINEやSNS等により、防災情
報を提供。 継続実施

タイムライン作成検討を⾏い訓練
を⾏いたい。

検討中

タイムライン作成などの訓練を⾏
うことを検討中。

検討中

検討中

検討中

タイムラインの作成の検討を前提
に、導入後に実施を検討する

検討中

検討中

検討中

R7年度に全町において防災訓練を
実施。今後も継続して実施予定。

検討中

 タイムラインに基づく実践的な
訓練について実施を検討する。

検討中

市町村の水害対応タイムラインの
作成と並⾏しながら、実施を検
討。

検討中

要配慮者利用施設等と連携し訓練
を検討している。

検討中

要配慮者利用施設等と連携し訓練
を検討している。

検討中

ハザードマップ等を活用した要配
慮者利用施設等の避難訓練を実施
するよう周知している。

検討中

施設からの実施要請があれば検討
する。

検討中

要配慮者利用施設における避難確
保計画の作成を促し、避難訓練の
実施を促す。

検討中

検討中

検討中

 当該施設と訓練実施の可能性に
ついて検討中。

検討中

福祉部局等と連携し、市町村支援
を実施

検討中

防災訓練にて、住⺠避難訓練を
⾏っている。

継続実施

洪水浸水想定区域に含まれる地域
の住⺠が参加する避難訓練を検討
している。

検討中

自主防災組織を中⼼とした水害な
どの避難訓練をしている（令和５
年度〜）。

検討中

検討中

検討中

検討中

検討中

全町対象に防災訓練を実施。今後
も継続して実施予定。

検討中

 浸水想定区域に含まれる自主防
災組織では、水害を想定した避難
訓練を実施している。

継続実施

市町村の検討・実施にあわせ、水
位情報等の提供など支援を⾏う。

継続実施

県や水防団とともに重要水防箇所
の共同点検を⾏っている。

継続実施

県や水防団とともに重要水防箇所
の共同点検を⾏っている。

継続実施

県と重要水防箇所の共同点検を
⾏っている。

継続実施

県や水防団との共同点検を⾏って
いる

継続実施

県と合同で点検を実施している。

継続実施

毎年実施。

継続実施

 県と合同で点検を実施してい
る。

継続実施

重要水防箇所を公表し、毎年出水
期前に河川管理者、水防団と合同
で現地の確認を⾏っている。

継続実施

水防連絡会等の場を活用し、河川
巡視で得られる堤防の状況や重要
水防箇所に関する情報を共有して
いる。 継続実施

水防連絡会等の場を活用し、河川
巡視で得られる堤防の状況や重要
水防箇所に関する情報を共有して
いる。 継続実施

水防連絡会等の場を活用し、河川
巡視で得られる堤防の状況や重要
水防箇所に関する情報を共有して
いる。 継続実施

水防連絡会等の場を活用し、河川
巡視で得られる堤防の状況や重要
水防箇所に関する情報を共有して
いる 継続実施

検討中

検討中

該当河川なし。  重要水防箇所に該当する地域の
自主防災組織を対象とした防災出
前講座では、当該地域に重要水防
箇所が存在するという情報を提供
している。

継続実施

河川巡視を⾏い、異常が発⾒され
た場合には、水防管理団体（市
町）に知らせることとしている。

継続実施

町の地域防災計画に重要水防箇所
を記載している。

継続実施

市町村の地域防災計画や水防計画
に重要水防箇所を記載している。

継続実施

地域防災計画や水防計画に重要水
防箇所を記載している。

継続実施

須恵町地域防災計画に重要水防箇
所を記載している。

R4〜

地域防災計画に重要水防箇所を記
載している。

継続実施

検討中

検討中

 粕屋町地域防災計画に重要水防
箇所を記載している。

継続実施

重要水防箇所をHPに公表し、毎年
出水期前に河川管理者、水防団と
合同で現地の確認を⾏っている。

継続実施

須恵町 福岡県粕屋町 気象台篠栗町 志免町宇美町 新宮町 久山町

資料３
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【福岡・前原・那珂】概ね５年間で実施する取組（令和７年度版）

概ね５年間で実施する取組 ⽬標時期 取組機関

【避難場所や避難路の確保】

(21)

想定し得る最⼤規模の降⾬を想定
し、隣接する市町、県、国等関係
者が連携して広域避難計画及び避
難場所などを検討

Ｈ30年度
から

順次実施

市町、県

(22)

避難所・避難経路の安全性確認及
び⾒直し

Ｈ30年度
から

順次実施

市町

(23)

要配慮者利用施設等との避難訓練
の促進（再掲）

Ｈ30年度
から

順次実施

市町、県

【連携・協働、人材育成・発掘】

(24)

出前講座等を活用した講習会の取
組の実施（再掲）

継続実施 市町、県

(25)

あらゆる媒体を活用した地域住⺠
の水防災意識啓発のための広報の
充実

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県
気象台

(26)

関係機関が連携した水防訓練、連
絡体制、情報共有の強化

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県

(27)

自主防災組織、水防団、防災リー
ダーの育成・強化、河川協⼒団体
との連携

継続実施 市町、県

【水防災教育の普及・拡充】

(28)

学校等教育機関と連携した防災教
育の取組として、総合学習を活用
した出前講座等による防災教育の
普及

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県

(29)

新学習指導要領や国支援により作
成された学習指導計画等を踏ま
え、関係市町における学校の水防
災学習を支援

Ｈ32年度
から

順次実施

市町、県

③ 洪水被害軽減のための取組と既存施設運用の工夫等の取組
【既存施設運用等】

(30)

現況の施設及び機材の情報を共有
するとともに、国管理河川におけ
る先⾏事例の周知などを実施

Ｈ29年度
から

順次実施

市町、県

【水防資機材等】

(31)

水防資機材の配備及び保有状況の
確認、⾒直し

継続実施 市町、県

ハード対策の主な取組

■洪水を安全に流すための治水対策等

(32)

堤防整備、河道拡幅・掘削、堤防
の浸透対策、堤防天端の保護（舗
装等）対策

継続実施 県、市

■避難⾏動、水防活動、排水活動等に資する基盤等の整備

(33)

的確な水防活動を実施するため、
河川監視カメラや水位計等の設置
を検討・整備

継続実施 市町、県

(34)

住⺠にわかりやすく水位情報を⽰
すための水位レベル表⽰（量水
標）の設置

継続実施 市町、県

② 地域住⺠・市⺠団体・関係機関の連携・協働による地域の将来を
実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期 実施内容 実施時期

須恵町 福岡県粕屋町 気象台篠栗町 志免町宇美町 新宮町 久山町

資料３

協議会等の中で関係機関と連携
し、広域避難計画及び避難場所等
について検討している。

継続実施

協議会等の中で関係機関と連携
し、広域避難計画及び避難場所等
について検討を⾏う。

検討中

検討中

検討中

隣接町、関係機関と連携し、広域
避難計画及び避難場所等について
検討を⾏う

検討中

隣接町、関係機関と連携し、広域
避難計画及び避難場所等について
検討を⾏う。

検討中

広域避難については、現状等を考
慮し不要と判断している。

検討中

 広域避難計画については検討し
ていない。

協議会の中で関係機関と連携し、
広域避難計画について検討

検討中

協議会等の中で関係機関と連携
し、避難所・避難経路の安全性確
認及び⾒直しについて検討してい
る。 継続実施

協議会等の中で関係機関と連携
し、避難所・避難経路の安全性確
認及び⾒直しについて検討を⾏
う。 検討中

随時、⾒直しが必要かどうか検討
している。

検討中

地域(⾏政区)と関係機関と連携
し、避難所・避難経路の安全性確
認及び⾒直しについて検討してい
る 継続実施

避難所・避難経路の安全性確認及
び⾒直しについては、随時⾒直し
を⾏っている。

継続実施

防災計画に基づき⾒直しする予定

継続実施

 避難所・避難経路の安全性確認
及び⾒直しについては、随時⾒直
しを⾏っている。

継続実施

要配慮者利用施設等を連携し訓練
を検討している。

検討中

要配慮者利用施設等を連携し訓練
を検討している。

検討中

年に１回は、要配慮者利用施設等
の避難訓練を実施するよう周知し
ている。

継続実施

施設からの実施要請があれば検討
する。

検討中

要配慮者利用施設における避難確
保計画の作成を促し、避難訓練の
実施を促す。

継続実施

施設等から相談があれば対応。

検討中

 当該施設と訓練実施の可能性に
ついて検討中。

検討中

福祉部局等と連携し、市町村支援
を実施

検討中

町独自で⾏っている出前講座を継
続し、国・県の出前講座の活用を
図る。

継続実施

要望があった小学校や自主防災組
織での防災専⾨官による出前講座
を継続し、国・県の出前講座併せ
た活用を検討している。 継続実施

町独自で出前講座を⾏っている。

継続実施

自主防災組織、地域コミュニティ
を軸に防災講演会等を開催する

R4〜

公⺠館等で防災専⾨官による出前
講座を実施している。

継続実施

地域の集会所にて防災出前講座を
実施している。

継続実施

 町独自で実施している防災出前
講座を、今後も継続して実施す
る。

継続実施

県⺠からの求めに応じ、随時、県
防災アプリの活用等について、出
前講座等を実施。

継続実施

フェイスブック等ＳＮＳを活用し
た情報発信を検討している。

継続実施

ＨＰやSNS、印刷物を活用し、地
域住⺠の水防災意識啓発を図る。

継続実施

ＨＰや広報誌、出前講座。公式
LINE等で周知している。

継続実施

広報、町公式ホームページにて引
き続き⾏うがSNSを利用した周知
方法が可能かどうか検討する

継続実施

防災⾏政無線、ホームページ、Ｓ
ＮＳなどを用いて情報発信に努め
ている。

継続実施

広報誌、ホームページ、防災⾏政
無線等により啓発している。

継続実施

 防災⾏政無線、ＨＰ、ＬＩＮ
Ｅ、広報⾞など、様々な方法を用
いて情報発信に努めている。

継続実施

・気象台HPに防災気象情報に係る
コンテンツを掲載し、防災知識の
普及啓発を⾏っている。また、R8
年出水期から運用予定の警戒レベ
ルに対応した新しい防災気象情報
の啓発も⾏っている。
・⼤⾬からの避難を学習できる
ツールとして、eラーニングを気
象庁HPで提供している。

継続実施

協議会の中で地域住⺠の水防災意
識啓発のための広報の充実につい
て検討

継続実施

関係機関と連携した水防訓練を実
施予定

継続実施

関係機関と連携した水防訓練を実
施している。

継続実施

関係機関と連携した水防訓練を実
施している。

継続実施

関係機関と連携した水防訓練を実
施している

継続実施

検討中

検討中

検討中

検討中

 水防訓練は実施していないが、
連絡体制、情報共有については努
めて実施している。

継続実施

協議会の中で関係機関と連携し、
水防訓練、連絡体制、情報共有の
強化について検討

継続実施

各地区で自主防災組織の設⽴や地
域防災リーダーの育成を支援して
いる。

継続実施

各地区で自主防災組織の設⽴や防
災士の育成を支援している。

継続実施

各地区で自主防災組織の設⽴や出
前講座等を⾏っている。

継続実施

各⾏政区で自主防災組織の支援を
⾏っている。

継続実施

各⾏政区で自主防災組織の設⽴を
支援している。

継続実施

各⾏政区に対し自主防災組織の説
明を⾏う等、順次⾏政区との連携
を実施している。

継続実施

 自主防災組織の設⽴支援を⾏っ
ている。

継続実施

自主防災組織リーダー研修会、避
難所運営研修・訓練を実施し自主
防災組織の活性化と連携を図って
いる。 継続実施

町内小中学校の総合学習授業の中
で防災教育等を実施している。

継続実施

町内小学校の総合学習授業の中で
防災教育を実施している。

継続実施

小・中学校の総合学習授業の中で
防災教育を実施している。

継続実施

学校からの要望があれば防災授業
を実施予定。

継続実施

町内小学校の総合学習授業等を活
用し、防災専⾨官による出前講座
を実施している。

継続実施

学校からの要望により防災授業を
実施。

継続実施

 小学校の学習の一環として防災
に関する授業を⾏っているが、中
学校では⾏っていない。

継続実施

県内小学校へ１人１台端末による
防災アプリや普及啓発動画、県防
災教育副読本（小学校低学年用・
高学年用）を活用した防災授業の
検討を依頼

継続実施

新学習指導要領等を踏まえた支援
の実施を⾏う。

継続実施

新学習指導要領や学習指導計画等
を踏まえた学校の水防災学習に対
して、支援の実施を⾏う。

継続実施

小・中学校の総合学習授業の中で
防災教育を実施している。

継続実施

学習指導計画等を踏まえた町にお
ける学校の水防災学習に対する支
援を検討する

検討中

検討中

検討中

学校からの要望により防災授業を
実施。

継続実施

 新学習指導要領等に基づき実施
予定である。

検討中

県防災教育副読本（小学校低学年
用・高学年用）を県内小学校へ提
供及び県防災ホームページで公開

継続実施

既存施設及び資機材の情報を国・
県と連携できるよう検討する。

検討中

先⾏事例などを受けて関係機関と
調整し検討していく。

検討中

関係機関との情報共有を図ってい
る。

検討中

関係機関との情報共有を図ってい
る。

継続実施

関係機関との情報共有を図ってい
る。

継続実施

関係機関との情報共有を図ってい
る。

継続実施

 関係機関との情報共有を図って
いる。

継続実施

共同巡視等を通じて、情報共有を
進める。
国管理河川における先⾏事例につ
いて、協議会の場を活用して周知
などを実施

継続実施

定期的に、水防資機材の配備及び
保有状況の確認と⾒直しを⾏って
いる。

継続実施

定期的に、水防資機材の配備及び
保有状況の確認と⾒直しを⾏って
いる。

継続実施

定期的に、水防資機材の配備及び
保有状況の確認と⾒直しを⾏って
いる。

継続実施

定期的に、水防資機材の配備及び
保有状況の確認と⾒直しを⾏って
いる

継続実施

定期的に、水防資機材の配備及び
保有状況の確認と⾒直しを⾏って
いる。

継続実施

管理実施済み。

継続実施

 定期的に水防資機材の配備及び
保有状況の確認と⾒直しを⾏って
いる。

継続実施

水防資機材を水防倉庫に備蓄し、
不⾜することのないよう、補充・
更新を⾏っている。

継続実施

河床掘削、護岸、橋梁架替、堰改
修等を実施。
堤防の浸透に対する安全性につい
て照査している。 継続実施

水防活動に必要と思われる箇所に
河川カメラや水位計を設置済み。
R7年度から新システムに更新。

継続実施

設置済み

継続実施

現在、河川監視用カメラを２カ所
に設置している。

継続実施

令和元年度に水位計及び河川監視
カメラを須恵川に３か所設置済み

継続実施

現在、河川監視用カメラを３カ所
に設置している。

継続実施

県と協議し、水位計を設置した。

継続実施

 水位周知河川には県の河川カメ
ラを、それ以外の河川には水位標
を設置済み。

継続実施

危機管理型水位計、河川監視用カ
メラの新設を検討

継続実施

量水標設置済み。R7年度から追加
設置。

継続実施

設置済み

継続実施

量水標を１か所設置している

継続実施

量水標を設置している

継続実施

検討中

検討中

検討中

検討中

 住⺠にわかりやすい水位標を設
置している。

継続実施

設置済み

継続実施
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